
開講年度 科目名

開設学科 コース名 開設期
対象年次 科目区分 時間数
単位数 授業形態
教科書/教材

担当教員

授業概要

注意点

種別 割合
試験・課題 50%
小テスト 10%
レポート 10%

成果発表
（口頭・実技） 0%

平常点 30%

回
１回
２回
３回
４回
５回
６回
７回
８回
９回
１０回
１１回
１２回
１３回
１４回
１５回 総合問題 これまで学んできたことを総合的に用いてプログラムを記述できる

演習問題 これまで学んできたことを総合的に用いてプログラムを記述できる
文字列と配列 文字列捜査における配列の使用方法について理解できる
ポインタ アドレスとポインタ変数、関数とポインタについて理解しプログラムを記述できる
構造体 構造体の記述と使用方法について理解できる
構造体とポインタ 構造体とポインタを用いてリスト構造を作成できる
ファイル処理 ファイルの作成や更新を行うのに必要なファイル操作の手順について理解できる

配列 データの配列構造とその操作方法について理解できる
関数(1) main関数、ライブラリ関数、関数の呼び出し、関数定義について理解できる
関数(2) main関数、ライブラリ関数、関数の呼び出し、関数定義について理解できる

分岐文 if文やswitch文等の分岐構造を実現する記述について理解できる
繰り返し文 for、while、do while文等の繰り返し構造を実現する記述について理解できる
分岐と繰り返し 分岐と繰り返しのネスト構造について理解できる

演算子とデータ型 様々な演算子とデータ型について理解できる

評
価
方
法

備　　考
試験と課題を総合的に評価する
授業内容の理解度を確認するために実施する
授業内容の理解度を確認するために実施する

積極的な授業参加度、授業態度によって評価する
授業計画（１回～１５回）　

授業内容 各回の到達目標
熟考環境の確認 コメントの記述、定数と変数、データの法事と入力について理解できる

　テキスト、ノート、筆記用具、ノートパソコンを必ず持参すること。毎回の授業は、前の回までの授業の内容が身についてことを前提に行
うため、必ず復習を行うこと。授業時間内に終わらなかった演習問題があった場合には、各自で次の授業までに終わらせておくこと。授
業に出席するだけでなく、社会人への移行を前提とした受講マナーで授業に参加すること。特別な理由（路線の運休、法定伝染病など）
のない遅刻や欠席は認められない。授業時数の４分の３以上出席しない者は定期試験を受験することができない。

新・明解C言語 入門編（ソフトバンククリエイティブ）
担当教員情報

山本　純士・清水　孝之・三嶌　秀三・藤本　海艶 実務経験の有無・職種 有・システムエンジニア
学習目的
　専門学校の目的は各分野の専門技能を身に付けたスペシャリストを社会に送り出すことである。その人材は専門分野に長けていることはもちろん、
社会人としての資質も身に付けておく必要がある。本講座では働く意味を明確にし、学生と社会人との違いを認識するとともに、社会人になるための
道筋、つまり就職活動の手順と方法を学ぶことが目的である。具体的には筆記試験の問題が解けること、履歴書やエントリーシートが書けること、面
接試験に対応できることが目的である。

到達目標
　C言語によるプログラミングに必要な以下の事項を講義、演習を通して理解する。
　変数、演算、式の値、制御構文（繰り返し、条件分岐）、配列と文字列、ポインタ、関数、構造体、ファイル入出力、並べ替えのアルゴリズム、線形リ
ストなどのC言語における基本的な知識を正しく理解しプログラミングを行えるようになることを目標とする。本科目では，主に，問題解決力・分析能力
を身につけることを目的としている．

教育方法等
　Ｃ言語における基礎を学び、プログラミングにおける基本的な考え方を身に着ける。練習問題などを作成しながら、各項目を確認しC言
語の基礎を理解する。変数、演算、式の値、制御構文（繰り返し、条件分岐）、配列と文字列、ポインタ、関数、構造体、ファイル入出力、
並べ替えのアルゴリズム、線形リストの作成などについて実習を通して学習していく。

1年次 必修 60時間
2単位 実習
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科目基礎情報

情報処理科 システム開発コース 後期


